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倫理的“はしご”を登る

個別の道徳

規則・綱領
ガイドライン

倫理原則
倫理理論

価値の源泉社会的通念
文化・宗教

自律性尊重

善行

無危害

正義

個別の経験
個別の物語
過去の事例

施設倫理規則

ガイドライン・提言

人生の最終段階における
医療の決定プロセスに
関するガイドライン

 （厚生労働省）

身寄りがない人の入院 及び
医療に係る意思決定が困難

な人への支援に関する
ガイドライン

倫理綱領

ヒポクラテスの誓い

ジュネーブ宣言

患者の権利章典

ヘルシンキ宣言

法律※ 似たケースは似た仕方で対応
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患者の意思の確認が出来る

患・医の十分な話し合い

患による意思決定

合意内容を文書化
（家族への通知）

繰
り
返
し
説
明
・
意
思
の
再
確
認

家族が患者の意思を
推定できる

推定意思を尊重し、
患者にとっての最善
の治療方針を決定
する

患者の最善を家族
と十分に話し合った
上で最善の治療方
針を決定する

家族がいない場合、家族が判断を
医療者に任せる場合は（医学的）
最善の治療方針をとる

YES NO

YES NO

同意が得られない場合、複数の専門
家からなる委員会を設置し、治療方
針についての検討・助言を行う

厚労省 人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン

スタッフ同士・患者/家族と話合いの機会を継続して持つことが大切！
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身寄りがない人の入院 及び医療に係る
意思決定が困難な人への支援に関する

ガイドライン

ガイドラインの背景・目的より抜粋要約

身寄りがいない場合にも患者に必要な医療を提
供することができる・身寄りがない患者が安心
して必要な医療を受けられるように策定された
ガイドライン



身寄りがない/意思決定が困難な人への支援ガイドラインの中で・・・

「身元保証・身元引受等」の機能・役割

① 緊急時の連絡先に関すること
② 入院計画書に関すること
③ 入院中に必要な物品の準備に関すること
④ 入院費等に関すること
⑤ 退院支援に関すること
⑥ 遺体・遺品の引き取り・葬儀に関すること

↑これらを相談できる人がいない中で、どう対応して
いくべきか？（身寄りがいない患者が安心して必要
な医療・介護を受けれるようにするにはどうすれば
いいか？）を話し合ってください！
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